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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　油相１０～９０重量％および水相９０～１０重量％によって構成される油中水型エマル
ションインキにおいて、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを超え、環分析による炭
素分布におけるナフテン成分の炭素の含有量が３４～５４％ＣN、かつ芳香族成分の炭素
の含有量が２０％ＣA以下であり、かつパラフィン成分の炭素の含有量が４２～５５％Ｃ
ｐであり、かつ炭素成分の組成の合計が１００％である不揮発性の鉱物油を、全油相中、
３９．２～７５．０質量％含有することを特徴とする孔版印刷用油中水型エマルションイ
ンキ。
【請求項２】
　前記不揮発性の鉱物油の芳香族成分の炭素の含有量が、５％ＣA以下であることを特徴
とする請求項１記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項３】
　前記不揮発性の鉱物油の粘度（４０℃下）が、１０．０ｍｍ2／ｓを超え、３００ｍｍ2

／ｓ以下であることを特徴とする請求項１又は２記載の孔版印刷用油中水型エマルション
インキ。
【請求項４】
　前記不揮発性の鉱物油の粘度（４０℃下）が、１０．０ｍｍ2／ｓを超え、１２０ｍｍ2

／ｓ以下であることを特徴とする請求項３記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ
。
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【請求項５】
　前記不揮発性の鉱物油の粘度が、１０．０ｍｍ2／ｓを超え、６０ｍｍ2／ｓ以下である
ことを特徴とする請求項４記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項６】
　前記不揮発性の鉱物油の含有量が、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを超える全
不揮発性鉱物油の成分の３０重量％以上であることを特徴とする請求項１～５のいずれか
に記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項７】
　水相に不溶性着色剤を含有することを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載の孔版
印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項８】
　更に、ロジン変性フェノール樹脂あるいはロジンポリエステル樹脂を含有することを特
徴とする請求項１～７のいずれかに記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項９】
　前記ロジン変性フェノール樹脂及びロジンポリエステル樹脂の重量平均分子量が３万～
１５万であることを特徴とする請求項８記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項１０】
　油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有することを特徴とする請求項１～９のいずれか
に記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項１１】
　更に、粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓ以下で、アニリン点が１００℃以下で、かつ
クロマト分別による芳香族成分の含有量が１重量％以下の揮発性溶剤を含有することを特
徴とする請求項１～１０のいずれかに記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【請求項１２】
　前記揮発性溶剤の含有量が、油相の液体成分の１０重量％以上４０重量％未満であるこ
とを特徴とする請求項１１記載の孔版印刷用油中水型エマルションインキ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、孔版印刷用油中水型エマルションインキに関し、定着性、安定性等に優れ、臭
気がない孔版印刷用油中水型エマルションインキに関する。
【０００２】
【従来の技術】
孔版印刷方法は、周知のように孔版印刷原紙を用い、この原紙の穿孔部を介して原紙の一
方の側より他方の側へインキを移動させることにより、紙などの被印刷物面に印刷を行な
うものである。
従来より孔版印刷用エマルションインキとしては油中水型のエマルションインキが用いら
れているが、エマルションインキは通常揮発性溶剤、不揮発性鉱物油、樹脂、着色剤、界
面活性剤、水、凍結防止剤、電解質、防腐剤等により構成されている。
近年、輪転孔版印刷機もマイクロコンピューター等による自動化が進み、操作も簡単にな
り、これに伴って孔版印刷の利用が増加している。しかし孔版印刷の乾燥は浸透乾燥と蒸
発乾燥のみであり、また機上でインキが固化しないように反応性の樹脂が使用できないこ
とから、インキの紙への定着性に対する要求が高まっている。また、印刷が室内で行われ
るようになり、臭気の少ないインキの要求も高まっている。
【０００３】
これらの要求に対し、これまで、特開平６－１０７９９８号公報には、芳香族成分の少な
い溶剤と液状のアルキド樹脂を使用したインキが提案されている。しかし、ここで用いら
れている溶剤は揮発性があるため、機上で長期間（数ヶ月）放置した場合インキが乾燥し
、スクリーンが目詰まりするという問題がある。
【０００４】
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また、特開平９－２６８２６８号公報には、ロジン変性フェノール樹脂のような固形成分
の樹脂を使用し、オイルにモーターオイルを使用したインキが提案されている。
更に、特開平９－３１３８４号公報には、水相に顔料を含有しモーターオイルを使用した
インキが提案されている。
しかし、これらのモーターオイルは一般的に臭気が強く、また温度変化に対するオイルの
粘度変化が大きいなどの問題がある。
【０００５】
またこれらのインキは顔料が油相または水相にのみ添加されているため、顔料を含まない
相が付着した紙繊維に顔料が付着しにくくベタ埋まりが不十分であり、また顔料が効率的
に使用されないなどの問題もある。
【０００６】
そのため、臭気が無く、機上で乾燥せず、温度に対する依存性が小さく、定着性に優れ、
しかもベタ埋まりに優れたインキが望まれている。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、前記従来技術の欠点を除去し、孔版印刷機において、臭気が少なく、機
上放置性、保存安定性に優れ、温度依存性が少なく、定着性にも優れ、樹脂の凝集が無く
、しかもベタ埋まりに優れた孔版印刷用油中水型エマルションインキを提供することにあ
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
本発明によれば、油相１０～９０重量％および水相９０～１０重量％によって構成される
油中水型エマルションインキにおいて、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを超え、
環分析による炭素分布におけるナフテン成分の炭素の含有量が３４％ＣN以上、かつ芳香
族成分の炭素の含有量が２０％ＣA以下である不揮発性の鉱物油を含有することを特徴と
する孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
また、本発明によれば、前記不揮発性の鉱物油の芳香族成分の炭素の含有量が、５％ＣA

以下であることを特徴とする前記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
また、本発明によれば、前記不揮発性の鉱物油の粘度（４０℃下）が、１０．０ｍｍ2／
ｓを超え、３００ｍｍ2／ｓ以下、好ましくは１０．０ｍｍ2／ｓを超え、１２０ｍｍ2／
ｓ以下、さらに好ましくは１０．０ｍｍ2／ｓを超え、６０ｍｍ2／ｓ以下であることを特
徴とする前記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
また、本発明によれば、前記不揮発性の鉱物油の含有量が、粘度（４０℃下）が１０．０
ｍｍ2／ｓを超える全不揮発性鉱物油の成分の３０重量％以上であることを特徴とする前
記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
また、本発明によれば、水相に不溶性着色剤を含有することを特徴とする前記孔版印刷用
油中水型エマルションインキが提供される。
また、本発明によれば、更に、ロジン変性フェノール樹脂あるいはロジンポリエステル樹
脂を含有することを特徴とする前記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される
。
また、本発明によれば、前記ロジン変性フェノール樹脂及びロジンポリエステル樹脂の重
量平均分子量が３万～１５万であることを特徴とする前記孔版印刷用油中水型エマルショ
ンインキが提供される。
更に、本発明によれば、油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有することを特徴とする前
記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
更にまた、本発明によれば、更に、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓ以下で、アニ
リン点が１００℃以下で、かつクロマト分別による芳香族成分の含有量が１重量％以下の
揮発性溶剤を、好ましくは油相の液体成分の１０重量％以上４０重量％未満含有すること
を特徴とする前記孔版印刷用油中水型エマルションインキが提供される。
尚、本明細書において、不揮発性鉱物油のパラフィン成分（ＣP）、ナフテン成分（ＣN）
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、芳香族成分（ＣA）は、環分析（日本潤滑学会編、油滑ハンドブック、養賢堂版、ｐ.３
４４　参照）による炭素分布における各成分の炭素数の全炭素数に対する１００分率で表
し、単位を各々％ＣP、％ＣN、％ＣAで示す。
また、アニリン点は、ＪＩＳの試験法「石油製品アニリン点及び混合アニリン点試験方法
（ＪＩＳ　Ｋ　２２５６）」による。
更に、クトマト分別は、ＪＩＳの試験法「石油製品－炭化水素タイプ試験方法（ＪＩＳ　
Ｋ　２５３６）」による。
【０００９】
即ち、本発明者は、前記目的を達成するため種々研究を行い、粘度（４０℃下）が１０．
０ｍｍ2／ｓを超え、環分析による炭素分布におけるナフテン成分（ＣN）の含有量が３４
％ＣN以上、かつ芳香族成分（ＣA）の炭素の含有量が２０％ＣA以下、好ましくは５％ＣA

以下である不揮発性の鉱物油を含有させることにより、臭いが少なく、機上放置性に優れ
、温度依存性、また保存安定性に優れること、該不揮発性鉱物油の粘度（４０℃下）が１
０．０ｍｍ2／ｓを超え、３００ｍｍ2／ｓ以下、好ましくは１０．０ｍｍ2／ｓを超え、
１２０ｍｍ2／ｓ以下、さらに好ましくは１０．０ｍｍ2／ｓを超え、６０ｍｍ2／ｓ以下
のものを用いることにより、温度依存性に優れること、このような不揮発性鉱物油の含有
量が、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを超える全不揮発性鉱物油の成分の３０重
量％以上の場合で保存安定性に優れること、水相に不溶性着色剤を含有させることにより
、インキの温度依存性をさらに少なくできること、ロジン変性フェノール樹脂あるいはロ
ジンポリエステル樹脂、特にこれらの樹脂の重量平均分子量が３万～１５万の樹脂を含有
させることにより、定着性に優れること、油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有させる
ことにより、ベタ埋まりに優れること、そして、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓ
以下で、アニリン点が１００℃以下で、かつクロマト分別による芳香族成分の含有量が１
重量％以下の揮発性溶剤を含有させること、好ましくはこの揮発性溶剤の含有量が油相の
液体成分の１０重量％以上４０重量％未満である場合、温度依存性を悪くしないでインキ
の保存安定性が向上することを見い出し、本発明を完成するに至った。
【００１０】
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキがこれらの効果を有する理由は定かでは
ないが、不揮発性の鉱物油を使用することにより、機上でのインキの乾燥を抑え、臭気の
原因であり、温度による粘度変化が大きい芳香族成分が少なく、ナフテン成分を含有した
鉱物油を使用することにより、臭気が少なく、他の材料に対する相溶性が良く、保存安定
性が向上し、樹脂の溶解性も向上するものと思われる。
また、鉱物油の粘度を規定し、インキ中の温度依存性が大きい成分を少なくすることによ
り温度依存性が少なくなり、また鉱物油の相溶性の低下を防ぐ効果を有するものと思われ
る。
また、不溶性着色剤を水相に添加することにより、油相の粘度を下げることができ、温度
特性がさらに良くなり、油相に樹脂、特に重量平均分子量が３万～１５万の樹脂を添加す
ることにより、不溶性着色剤の紙への固着を促進し定着性が向上するものと思われる。
更に、油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有することにより、紙繊維に付着した水相部
と油相部の両領域を着色することができるため、ベタ埋まりが向上するものと思われる。
またこの効果はインキ中の着色剤濃度に対し画像濃度を高くする効果に対しても期待でき
る。
また、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓ以下で、アニリン点が１００℃以下、かつ
クロマト分別による芳香族成分の含有量が１重量％以下の揮発性溶剤を含有させること、
また好ましくはこの揮発性溶剤の含有量が油相の液体成分の１０重量％以上４０重量％未
満とすることにより、温度依存性を少なく、アニリン点が１００℃以下の溶剤を使用する
ことにより、温度依存性を大きくすることなく、また機上での長期保存によるスクリーン
の目詰まりを起こすこともなく、オイル成分に極性を付与することができ、インキの保存
安定性に効果を示すものと思われる。
【００１１】
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【発明の実施の形態】
以下に本発明をさらに詳細に説明する。
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションの油相は、油成分、不溶性着色剤、不溶性着色
剤分散剤、体質顔料、樹脂、乳化剤などから構成される。また水相は不溶性着色剤、分散
剤、水、電解質、防黴剤、水蒸発防止剤、水溶性高分子、水中油型樹脂エマルション（疎
水性高分子）、体質顔料などから構成される。これらの構成成分は、エマルションの形成
を阻害しない公知のものが使用される。
【００１２】
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキの各成分について説明する。
本発明においては、油成分として、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを超え、かつ
環分析による炭素分布におけるナフテン成分（ＣN）の炭素の含有量が３４％ＣN以上含有
し、かつ芳香族成分（ＣA）の炭素の含有量が２０％ＣA以下である不揮発性のナフテン系
鉱物油を含有させる。
該ナフテン系鉱物油としては、出光興産社のダイアナプロセスオイルシリーズ（ＮＭ－２
８０、ＮＲ－６８、ＮＲ－２６、ＮＰ－２４、ＮＳ－２４など）、ダイアナフレシアシリ
ーズ（Ｎ－２８、Ｎ－９０、Ｎ－１５０、Ｕ－４６、Ｕ－５６、Ｕ－６８、Ｕ－１３０、
Ｕ－１７０、Ｕ－２６０）、サン石油社のサンセンオイルシリーズ（３１０、４１０、４
１５、４２０、４３０、４５０、３８０、４８０、３１２５、４１３０、４２４０）、モ
ービル石油社のガーゴイルアークティックオイル１５５および３００ＩＤなどがある。
また、該ナフテン系鉱物油は芳香族成分の炭素の含有量が５％ＣA以下のものが好ましい
。このような不揮発性のナフテン系鉱物油としてはガーゴイルアークティックオイルライ
ト及びガーゴイルアークティックオイルＣヘビー（共にモービル石油社）等が挙げられる
。
【００１３】
本発明に使用される油成分には、上記鉱物油以外に臭気、保存安定性、樹脂の溶解性など
を阻害しない範囲で他のオイルを併用してもよい。
本発明に使用される上記鉱物油以外の油成分は、例えば石油系溶剤、流動パラフィン、ス
ピンドル油、マシン油、潤滑油、その他の鉱物油；あまに油、トール油、とうもろこし油
、オリーブ油、ナタネ油、ヒマシ油、脱水ヒマシ油、大豆油、やし油等の植物油等が使用
される。これらは芳香族成分の少ないものが望ましい。
また、本発明においては、安定性、保存安定性、樹脂の溶解性などを阻害しない範囲で合
成油も併用できる。
また、粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓ以下の石油系溶剤を併用しても良い。
安全性の高い石油系溶剤としては粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓ以下で、アニリン点
が１００℃以下で、かつクロマト分別による芳香族成分の含有量が１重量％以下の揮発性
溶剤が、保存安定性を向上させる点で好ましく、例えばエクソン化学社のアイソパーシリ
ーズ（Ｃ，Ｅ，Ｇ，Ｈ，Ｌ，Ｍなど）及びエクソール（Ｄ－３０，Ｄ－４０，Ｄ－８０，
Ｄ－１１０，Ｄ－１３０など）、日本石油社のＡＦソルベントシリーズ（４号、５号、６
号、７号）等があげられる。該揮発性溶剤の含有量は、油相の液体成分の１０重量％以上
４０重量％未満が好ましい。
【００１４】
また、臭気が少なく粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓを超え、かつ環分析による炭素分
布におけるナフテン成分（ＣN）の炭素の含有量が３４％ＣN未満でかつ芳香族成分（ＣA

）の炭素の含有量が２０％ＣA以下の不揮発性の鉱物油も併用することができる。このよ
うな鉱物油としては日本石油社の日石スーパーオイルシリーズ（Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅなど）及
びモービル石油社のガーゴイルアークティックシリーズ（１０１０，１０２２，１０３２
，１０４６，１０６８，１１００など）及びモービルバキュオリンエキストラヘビ、モー
ビルＤＴＥエキストラヘビー、サン石油のサンパーオイルシリーズ（１１０、１１５、１
２０、１３０、１５０、２１００、２２８０など）、出光興産社のダイアナプロセスオイ
ルシリーズ（ＰＸ－９０、ＰＷ－３２、ＰＷ－９０、ＰＷ－３８０、ＰＳ－３２、ＰＳ－
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９０、ＰＳ－４３０）などが挙げられる。そして、これらの油は単独でも２種類以上混合
して使用しても良い。
上記粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓを超える不揮発性の鉱物油は、油相成分の２５重
量％以上、好ましくは５０重量％以上である。
これらの油成分は安全性を考慮した場合、３環以上の縮合芳香族環を含む芳香族炭化水素
である多環芳香族成分が３質量％未満のものを使用することが望ましい。
【００１５】
着色剤は各種色調の公知の顔料、分散染料等が用いることができ、アセチレンブラック、
チャンネルブラック、ファーネスブラック等のカーボンブラック類、アルミニウム粉、ブ
ロンズ粉などの金属粉、弁柄、黄鉛、群青、酸化クロム、酸化チタン等の無機顔料、不溶
性アゾ顔料、アゾレーキ顔料、縮合アゾ顔料などのアゾ系顔料、無金属フタロシアニン顔
料や銅フタロシアニン顔料などのフタロシアニン系顔料、アントラキノン系、キナクリド
ン系、イソインドリノン系、イソインドリン系、ジオキサンジン系、スレン系、ペリレン
系、ペリノン系、チオインジゴ系、キノフタロン系、金属錯体、などの縮合多環系顔料、
酸性または塩基性染料のレーキ等の有機顔料、ジアゾ染料、アントラキノン系染料等の油
溶性染料：等が挙げられる。これらの染顔料類は、単独でも２種以上混合して添加しても
良い。
油相及び水相に分散された顔料の平均粒径は１０～０．１μｍが好ましく、特に１～０．
１μｍであることが好ましい。
その使用量は必要量に応じて添加することが可能であるが、通常２～１５重量％である。
また油相及び水相に分散あるいは添加されるが、性質の近い顔料は２種類以上の顔料を同
相に添加しても良い。
カーボンブラックに関しては油相に添加する場合にはｐＨ５未満の酸性の顔料が、水相に
添加する場合にはｐＨ５以上、好ましくはｐＨ６～１０、より好ましくはｐＨ７～９のア
ルカリ性の顔料を使用することが望ましい。
代表的なカーボンブラックとしてはＭＡ－１００、ＭＡ－７、ＭＡ－７７、ＭＡ－１１、
＃４０、＃４４（三菱化学社製）Ｒａｖｅｎ１０８０、Ｒａｖｅｎ１２５５、Ｒａｖｅｎ
７６０、Ｒａｖｅｎ４１０、Ｒａｖｅｎ１１００（コロンビヤンカーボン社製）などが挙
げられる。
【００１６】
乳化剤は、油中水型のエマルションを形成する目的で使用され、アニオン界面活性剤、カ
チオン界面活性剤、両性界面活性剤、非イオン界面活性剤のいずれでも良く、安定性に効
果が有れば低分子でも高分子でもまた併用しても良い。この中でも好ましくは非イオン系
界面活性剤であり、たとえば、ソルビタンモノオレエート、ソルビタンセスキオレエート
、ソルビタントリオレエート、ソルビタンモノステアレーと等のソルビタン脂肪酸エステ
ル、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレエート、ポリオキシエチレンソルビタントリ
オレエート、などのポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、グリセリルモノステ
アレート、デカグリセリルトリオレエート、ヘキサグリセリンポリリシノレートなどの（
モノ、ジ、トリ、ポリ）グリセリン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン植物油脂肪酸エステルなどのポリオキシエチ
レングリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエ
チレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルフェニルエーテルなどの脂肪酸、
高級アルコール、アルキルフェノール等の酸化エチレン付加物等、ポリオキシエチレンア
ルキルアミン・脂肪酸アミド、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンアルキルエーテ
ル、ポリオキシエチレンヒマシ油・硬化ヒマシ油等があげられ、単独あるいは２種類以上
あわせて保存安定性の高いエマルションを調製する。添加量は通常インキ重量の０．５～
１５重量％、好ましくは２～８重量％とすれば良い。
【００１７】
以上のほか、油相にはエマルションの形成を阻害しない範囲で樹脂、着色剤の分散剤、体
質顔料、ゲル化剤および酸化防止剤等を添加することができる。
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【００１８】
本発明において、樹脂としては、ロジン；重合ロジン、水素化ロジン、ロジンエステル、
水素化ロジンエステル等のロジン系樹脂；ロジンポリエステル樹脂、ロジン変性アルキド
樹脂、ロジン変性マレイン酸樹脂、ロジン変性フェノール樹脂等のロジン変性樹脂；マレ
イン酸樹脂；フェノール樹脂；石油樹脂；環化ゴムなどのゴム誘導体樹脂；テルペン樹脂
；アルキド樹脂；重合ひまし油；等を１種または２種以上を混合して添加して良い。
これらの代表的な樹脂としては荒川化学社製のタマノル３５３、タマノル４０３、タマノ
ル３６１、タマノル３８７、タマノル３４０、タマノル４００、タマノル３９６、タマノ
ル３５４、ＫＧ８３６、ＫＧ８４６、ＫＧ１８３４、ＫＧ１８０１等のロジン変性フェノ
ール樹脂などが挙げられる。
【００１９】
該樹脂の重量分子量は定着性及び印刷適正から３万～１５万が好ましく、より好ましくは
５．５万～１５万であり、さらにこれらの樹脂は日石０号ソルベントＨに対し（日本石油
社）溶解性を有するトレランスが１ｇ／ｇ以上（１ｇの樹脂に１ｇ以上の０号ソルベント
Ｈが相溶可能である）の樹脂が好ましい。また、油相中の樹脂使用量は、インキのコスト
および印刷適正から油相の２～５０重量％、より好ましくは５～２０重量％である。
樹脂の重量平均分子量が低い場合及び添加量が少ない場合には定着性への効果が小さいこ
と、また重量平均分子量が高すぎたり、樹脂の添加量が多い場合にはインキ粘度が高くな
り、ドラム後端からインキが漏れるなどの印刷適正の問題が生じる。
【００２０】
また本発明に使用されるアルキド樹脂は油脂と多塩基酸と多価アルコールから構成される
。油脂としてはヤシ油、パーム油、オリーブ油、ひまし油、米糠油、綿実油等のヨウ素価
８０以下の不乾性油あるいは半乾性油およびこれらの脂肪酸が挙げられるが、大豆油、ア
マニ油、キリ油等の乾性油もアルキド樹脂のヨウ素価が８０以下となる範囲においては一
部使用しても良い。
上記多塩基酸としては無水フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸、コハク酸、アジピン
酸、セバシン酸、テトラヒドロフタル酸等の飽和多塩基酸、およびマレイン酸、無水マレ
イン酸、フマル酸、イタコン酸、無水シトラコン酸等の不飽和多塩基酸が使用できる。
また上記多価アルコールとしては、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、ポリエチレングリコール、プロピレングリコール、トリメチレングリ
コール、テトラメチレングリコール、グリセリン、トリメチロールプロパン、ネオペンチ
ルグリコール、ジグリセリン、トリグリセリン、ペンタエリスリット、ジペンタエリスリ
ット、マンニット、ソルビット等が使用できる。
アルキド樹脂の油長は油脂中の脂肪酸がトリグリセライドで存在したときの樹脂中の重量
％で示される。アルキド樹脂は分散安定性、および皮膜形成による版胴スクリーンの目詰
まり等の問題から、油長６０～９０、ヨウ素価８０以下であることが好ましい。アルキド
樹脂の重量平均分子量は好ましくは３万未満、より好ましくは１万以下のものが好ましい
。
【００２１】
本発明において油相及び水相に分散する着色剤の着色剤分散剤としてはエマルションの形
成を阻害しない物が使用でき、前記の乳化剤用非イオン性界面活性剤及び水溶性高分子も
使用することができる。
分散剤としては、アルキルアミン系高分子化合物、アルミニウムキレート系化合物、スチ
レン－無水マレイン酸系共重合高分子化合物、ポリカルボン酸エステル型高分子化合物、
脂肪族系多価カルボン酸、高分子ポリエステルのアミン塩類、エステル型アニオン界面活
性剤、高分子量ポリカルボン酸の長鎖アミン塩類、長鎖ポリアミノアミドと高分子酸ポリ
エステルの塩、ポリアミド系化合物、燐酸エステル系界面活性剤、アルキルスルホカルボ
ン酸塩類、α－オレフィンスルホン酸塩類、ジオクチルスルホコハク酸塩類、ポリエチレ
ンイミン、アルキロールアミン塩及びアルキド樹脂等の不溶性着色剤分散能を有する樹脂
なども挙げられる。この他にもインキの保存安定性を阻害しない範囲であれば、イオン性
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界面活性剤、両性界面活性剤なども挙げられる。
これらの分散剤は単独または２種類以上混合して添加すれば良く、高分子及び樹脂以外の
着色剤分散剤の添加量は着色剤重量の４０重量％以下、好ましくは２～３５重量％とすれ
ば良い。アルキド樹脂は高分子量の樹脂を添加するときに不溶性着色剤の分散安定性に特
に効果があるが、アルキド樹脂を単独または他の分散剤と併用して使用する場合の樹脂の
添加量は不溶性着色剤１重量部に対して０．０５重量部以上であることが好ましい。
【００２２】
ゲル化剤は、油相に含まれる樹脂をゲル化してインキの保存安定性、定着性、流動性を向
上させる役割をもち、本発明のインキに添加されるゲル化剤としては油相中の樹脂と配位
結合する化合物が好ましい。このような化合物を例示すると、Ｌｉ，Ｎａ，Ｋ，Ａｌ，Ｃ
ａ，Ｃｏ，Ｆｅ，Ｍｎ，Ｍｇ，Ｐｂ，Ｚｎ，Ｚｒ等の金属を含む有機酸塩、有機キレート
化合物、金属石鹸オリゴマー等であり、具体的にはオクチル酸アルミニウム等のオクチル
酸金属塩、ナフテン酸マンガン等のナフテン酸金属塩、ステアリン酸亜鉛等のステアリン
酸塩、アルミニウムジイソプロポキシドモノエチルアセトアセテート等の有機キレート化
合物等が挙げられる。
これらのゲル化剤は、１種または２種以上を油相に添加すれば良く、その添加量は油相中
の樹脂の１５重量％以下、好ましくは５～１０重量％である。
【００２３】
油相に添加される酸化防止剤は、ジブチルヒドロキシトルエン、没食子酸プロピル、ブチ
ルヒドロキシアニソール等であり、これらの添加によって油相中のバインダー樹脂等の酸
化を防ぎ、これによってインキの粘度の上昇等が防止される。また、その添加量はインキ
中の油の２重量％以下、好ましくは０．１～１．０重量％である。なお酸化防止剤は単独
でも２種類以上を混合して使っても良い。
【００２４】
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキの水相には、保湿や増粘及び顔料、体質
顔料の分散および固着のために水溶性高分子や水中油型樹脂エマルションを添加してもよ
い。
水溶性高分子としては具体的には下記の天然または合成高分子が添加される。例えば、デ
ンプン、マンナン、アルギン酸ソーダ、ガラクタン、トラガントガム、アラビアガム、プ
ルラン、デキストラン、キサンタンガム、ニカワ、ゼラチン、コラーゲン、カゼイン等の
天然高分子；カルボキシメチルセルロース、ヒドロキシメチルセルロース、メチルセルロ
ース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシメチル
デンプン、カルボキシメチルデンプン、ジアルデヒドデンプン等の半合成高分子；アクリ
ル酸樹脂およびポリアクリル酸ナトリウムなどの中和物、ポリビニルイミド、ポリビニル
アルコール、ポリビニルピロリドン、ポリエチレンイミン、ポリアクリルアミド、ポリＮ
－アクリロイルピロリジンやポリＮ－イソプロピルアクリルアミドなどのポリＮ－アルキ
ル置換アクリルアミド、ポリエチレンオキサイド、ポリビニルメチルエーテル、スチレン
－無水マレイン酸共重合体、スチレン－アクリル酸共重合体及びこれらをアルキル基で部
分的に疎水した高分子、またアクリルアミド系ポリマーおよびアクリル系のポリマーに関
しては置換基を部分的にアルキル基で疎水化した共重合タイプのポリマーでも良い。また
ポリエチレンとポリプロピレンまたはポリブチレンのブロックコポリマーも用いることが
できる。これらの高分子は１ｇ／ｄＬの水溶液の表面張力が６５ｍＮ／ｍ以下を示すよう
な界面活性能を有する水溶性の合成高分子等が用いられる。
これらの水溶性高分子は単独でも２種類以上混合しても良く、インキに含まれる水の２５
重量％以下、好ましくは０．５～１５重量％が添加される。
【００２５】
水中油型樹脂エマルションは、合成高分子でも天然高分子でもよい。
合成高分子としてはポリ酢酸ビニル、ポリアクリル酸エステル、ポリメタクリル酸エステ
ル、ポリ塩化ビニル、エチレン－酢酸ビニル共重合体、酢酸ビニル－アクリル酸エステル
共重合体、スチレン－アクリル酸エステル共重合体、塩化ビニリデン－アクリル酸エステ
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ル共重合体、塩化ビニル－酢酸ビニル共重合体、ポリウレタン等が挙げられる。天然のも
のとしては油相に添加できる前記高分子等が挙げられる。これらは油中水型エマルション
インキの安定性を阻害しない範囲であれば２種類以上を併用してもよく、また分散方法も
分散剤、保護コロイド、界面活性剤を添加していてもよく、またソープフリー乳化重合に
よって合成した物でも良い。これらの水中油型樹脂エマルションの最低造膜温度は４０℃
以下であることが望ましい。
【００２６】
水相に添加される防腐・防かび剤は、エマルション内で細菌やかびが繁殖するのを防ぐた
めに添加され、エマルションインキを長期保存する場合は防腐・防かび剤を通常添加する
。
その添加量は、インキ中に含まれる水の３重量％以下、好ましくは０．１～１．２重量％
とするのが良い。また防腐・防かび剤としてはサリチル酸、フェノール類、ｐ－オキシ安
息香酸メチル、ｐ－オキシ安息香酸エチル等の芳香族ヒドロキシ化合物およびその塩素化
合物のほか、イソチアゾリン化合物、トリアジン系化合物とピリジン系化合物の混合物ソ
ルビン酸やデヒドロ酢酸等が使用され、これらは単独でも２種類以上混合して使っても良
い。
【００２７】
水の蒸発防止剤と凍結防止剤は兼用可能であり、これらの目的で添加される物質としては
、エチレングリコール、ジエチレングリコール、プロピレングリコール等のグリコール；
メタノール、エタノール、イソプロパノール、ブタノール、イソブタノール等の低級飽和
一価アルコール；グリセリンやソルビトール等の多価アルコール；等が挙げられる。
これらの物質は１種または２種以上を添加すれば良く、その添加量はインキ中の水重量の
１５重量％以下、好ましくは４～１２重量％である。
【００２８】
水相に添加されるｐＨ調整剤は、ジイソプロパノール、ジ－２（エチルヘキシル）アミン
、トリエタノールアミン、トリアミルアミン、β－ジメチルアミノプロピオニトリル、ド
デシルアミン、モルフォリン等の低分子アミンやアルカールアミン等の有機塩基、又は水
酸化ナトリウム、水酸化カリウム、酢酸ナトリウム、水酸化アンモニウム等の無機塩基等
であり、必要時にはこれらのｐＨ調整剤を添加して水相のｐＨを６～８に保つことができ
る。水相のｐＨが前記範囲からはずれると、増粘剤用水溶性高分子が添加されている場合
にはその効果が損なわれる等の問題がある。
【００２９】
水相に添加される電解質はエマルションインキの安定性を高めるために添加されるもので
ある。従って、該電解質により影響を受ける材料が水相に存在しない場合に使用するのが
望ましい。
電解質は、クエン酸イオン、酒石酸イオン、硫酸イオン、酢酸イオン等の陰イオン、或い
はアルカリ金属イオンやアルカリ土類金属イオンなどの陽イオンを含む電解質であること
が好ましい。
このような電解質としては、硫酸マグネシウム、硫酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、
リン酸水素ナトリウム、ホウ酸ナトリウム、酢酸ナトリウム、等が好ましい。またその添
加量は水相の０．１から２重量％、好ましくは０．５～１．５重量％である。
【００３０】
また、本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキ中には滲み防止、あるいは粘度調
整のために体質顔料も添加できる。
インキ中に添加される体質顔料としては白土、シリカ、タルク、クレー、炭酸カルシウム
、硫酸バリウム、酸化チタン、アルミナホワイト、ケイソウ土、カオリン、マイカ、水酸
化アルミニウム等の無機微粒子およびポリアクリル酸エステル、ポリウレタン、ポリエス
テル、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリ塩化ビニリデン、ポリスチ
レン、ポリシロキサン、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、等の有機微粒子またはこれらの
共重合体からなる微粒子が挙げられる。
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具体的な例としてはアエロジル２００、アエロジルＲ９７２等（日本アエロジル社）、Ｎ
ＥＷ　Ｄ　ＯＲＢＥＮ（白石工業社）、ＢＥＮ－ＧＥＬ、Ｓ－ＢＥＮ、ＯＲＧＡＮＩＴＥ
など（豊順洋行社）、ＴＩＸＯＧＥＬシリーズ（ＶＰ、ＤＳ、ＧＢ、ＶＧ、ＥＺ－１００
など）、ＯＰＴＩＧＥＬ（日産ガードラー触媒社）などが挙げられる。
これらは油相、水相または両相に添加しても良い。その添加量はインキに対して０．０１
～５０重量％が好ましく、より好ましくは０．１～１０重量％である。
【００３１】
上記のほか、本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキには、印刷時に印刷用紙と
印刷ドラムとの分離を良くするため、或いは印刷用紙の巻き上がり防止のために油相にワ
ックスを添加することができる。また、水相にはトリエタノールアミンや水酸化ナトリウ
ム等を添加して、水溶性高分子添加による高粘度化を更に増進させることができる。さら
に、水相に防錆剤や消泡剤を添加して印刷の際に印刷機がインキによって錆びたり、イン
キが泡立つことを防止することができる。これらの添加剤は、孔版印刷用インキに添加さ
れている公知品を必要に応じて添加すれば良く、その添加量は従来品の場合と同程度でよ
い。
【００３２】
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキは、従来のエマルションインキの製造と
同様にして油相及び水相液を調整し、この両相を公知の乳化機内で乳化させて製造するこ
とができる。すなわち、着色剤、乳化剤及び必要に応じて添加される樹脂等の添加物を良
く分散させた油相を常温で調整し、これに防腐・防かび剤や水溶性高分子等が必要に応じ
て添加されている水溶液からなる水相を徐々に添加して乳化すれば良い。
【００３３】
インキの粘度は撹拌条件によっても調節可能であり、システムにあった粘度であれば良く
特に規定はないが、ずり速度２０ｓ-1の時の粘度が３～４０Ｐａ・ｓが望ましく、好まし
くは１０～３０Ｐａ・ｓが望ましい。また油相に不溶性着色剤、樹脂、体質顔料などを添
加した時のずり速度２０ｓ-1の油相の粘度は０．０１～２０Ｐａ・ｓ好ましくは０．１～
３Ｐａ・ｓであることが望ましい。
【００３４】
【実施例】
次に本発明を実施例によって更に具体的に説明するが、本発明はこの実施例によって限定
されるものではない。なお、以下に記す部は重量部である。
〈孔版印刷用油中水型エマルションインキの製造〉
▲１▼油相に不溶性着色剤を含有する油中水型エマルションインキ
表２に示した各成分を用い、先ず、着色剤、オイル、不溶性着色剤分散剤を、３本ロール
で練肉することにより不溶性着色剤分散体を調整した。この不溶性着色剤分散体に乳化用
界面活性剤、オイルと樹脂等のワニスを加え油相とし、これに水、凍結防止剤、抗菌剤、
電解質あるいは水溶性樹脂などからなる水相を加え乳化することにより孔版印刷用エマル
ションインキとした。表２に示す組成に応じて体質顔料など他の成分を加えた。
▲２▼水相に不溶性着色剤を含有するＷ／Ｏエマルションインキ
表２に示した各成分を用い、先ず、不溶性着色剤、分散剤、水溶性高分子、水を加えボー
ルミルを用い２４時間撹拌し不溶性着色剤水相分散液を作成し、これに凍結防止剤、抗菌
剤を加え水相とした。あらかじめ作成しておいたオイル、乳化用界面活性剤、ワニス、な
どからなる油相に水相を撹拌混合し乳化することにより孔版印刷用エマルションインキと
した。表２に示す組成に応じ体質顔料などの他の成分を加えた。
▲３▼油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有するインキ
表２に示した各成分を用い、先ず、油相、水相のそれぞれの不溶性着色剤分散液を作成し
、そして油相に水相を撹拌混合し乳化することにより孔版印刷用エマルションインキとし
た。表２に示す組成に応じ体質顔料などの他の成分を加えた。
尚、使用したアルキド樹脂はヤシ油７６部、ペンタエリスリット７部、イソフタル酸１７
部から合成した。
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また、ＡＦ－５ソルベント（粘度４．２ｍｍ2／ｓ４０℃下、ナフテン成分７６．８重量
％、芳香族成分０．２重量％）は日本石油社製、ロジンポリエステル（ペンセルＰＬ、Ｍ
ｗ＝１万）及びロジン変性フェノール樹脂は荒川化学社製、カーボンブラックＭＡ－７７
（ｐＨ＝３．０）は三菱化学社製、Ｒａｖｅｎ７６０（ｐＨ＝７．４）はコロンビヤンカ
ーボン社製、アエロジルＲ９７２は日本アエロジル社製、ポリアクリル酸ナトリウムはＢ
Ｆ　Ｇｏｏｄｒｉｃｈ社製のカーボポール９４０、ポリビニルピロリドンはＢＡＳＦ社製
Ｋ３０を使用した。
【００３５】
実施例及び比較例で用いた鉱物油を表１に示す。
【表１】

【００３６】
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実施例２～１９、比較例１～５
実施例１と同様に、実施例２～１９、比較例１～５の処方を表２～５に示す。
【００３８】
〈エマルションインキの評価〉
これらのインキを用い、市販の（株）リコー製孔版印刷機（プリポートＶＴ３９２０）で
十分印刷を行ってインキを印刷機内にいきわたらせた後、印刷した。この際の印刷物の印
刷濃度は反射式光学濃度計（マクベス社製ＲＤ９１４）によって測定した。
▲１▼臭気
臭気は臭覚によって評価した。臭気がない物を◎、臭気のひどい物を×とし、◎○△×の
４段階で評価した。
▲２▼温度依存性
温度依存性に関しては１０℃と３０℃で印刷したときの濃度差を評価し、差が小さいのを
１０、差が大きいものを１として１０段階で評価した。
▲３▼定着性
定着性は印刷部分を消しゴムで擦ったときの印刷濃度の変化を評価し、変化量の少ない物
を◎、多い物を×とし、◎○△×の４段階で評価した。
▲４▼インキの保存安定性
インキの保存安定性は１年間室温で保存し分離の少ないものを１０とし、多いものを１と
して１０段階で評価した。
▲５▼機上放置性
機上放置性に関してはインキをガラス板上にバーコーターで薄く塗り、そのインキの乾燥
性を評価し、放置によりインキが乾かなかったものを○、固まったものを×とした。
▲６▼樹脂の凝集の有無（樹脂凝集）
樹脂の凝集の有無はインキ化したときに系が均一なものを○、不均一部の程度の小さいも
のを△、不均一部が存在するものを×として評価した。尚樹脂を含有するインキのみ評価
した。
▲７▼ベタ埋まり
ベタ埋まりの評価は印刷サンプルを光学顕微鏡で観察し、繊維の着色にムラがないものを
○、ムラのあるものを△とした。
これらの結果を表３にまとめて示した。
【００３９】
【表２】
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【表３】
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【表４】
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【表５】
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【表６】
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【００４４】
【表７】

【００４５】
上記表２～５の実施例と比較例の結果から、請求項１の粘度が１０ｍｍ2／ｓ（４０℃下
）を超え、環分析による炭素分布におけるナフテン成分の炭素の含有量が３４％ＣN以上
、かつ芳香族成分の炭素の含有量が２０％ＣA以下である不揮発性鉱物油の優れた効果（
機上放置性、温度依存性、保存安定性、臭気）が明らかである。
実施例１と実施例５の結果から、請求項２の該不揮発性鉱物油の芳香族成分の炭素の含有
量が５％ＣA以下の場合、臭気と温度依存性で更に優れた効果が発揮されることが明らか
である。
実施例７と実施例１３、又は実施例３と実施例７、更に実施例３と実施例４の結果から、
請求項３～５の該不揮発性鉱物油の粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓを超え、３００ｍ
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ｍ2／ｓ以下が好ましく（温度依存性が低い）、さらに１０ｍｍ2／ｓを超え１２０ｍｍ2

／ｓ以下が好ましく、特に１０ｍｍ2／ｓを超え６０ｍｍ2／ｓ以下が好ましいことが明ら
かである。
実施例８と実施例９の結果から、請求項６の該不揮発性鉱物油成分の含有量が全不揮発性
鉱物油成分の３０重量％以上が好ましい（保存安定性）ことが明らかである。
実施例４と実施例１４、及び実施例１４と比較例４の結果から、請求項７の水相に不溶性
着色剤を添加すること、及び水相に不溶性着色剤を含有するインキにおける本発明の不揮
発性鉱物油を用いることによる効果（温度依存性が低い）が明らかである。
実施例１と、実施例１０～１２の結果から、請求項８の樹脂の添加による効果（定着性）
が明らかである。
実施例１１と実施例１２の結果から、請求項９の樹脂の分子量の効果（定着率）が明らか
である。
実施例１及び実施例１４と、実施例１８の結果から、請求項１０の両相へ不溶性着色剤を
添加することにより、ベタ埋まり効果が発揮されることが明らかである。
実施例２と実施例５から、請求項１１の揮発性溶剤を併用する効果（保存安定性）が優れ
、更に実施例２と実施例６、及び実施例６と比較例５から請求項１２の該揮発性溶剤の含
有量を油相の液体成分の１０重量％以上４０重量％未満である場合が好ましいことが明ら
かである。
【００４６】
【発明の効果】
本発明の孔版印刷用油中水型エマルションインキは、前記特定の不揮発性鉱物油を含有さ
せたことにより、機上放置性及び保存安定性に優れ、温度依存性が低く、臭気がないとい
う作用効果を有する。
特に該不揮発性鉱物油として芳香族成分の炭素の含有量５％ＣA以下のものを用いること
により、それらの効果を更に向上させることができる。
また、該不揮発性鉱物油の粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓを超え、３００ｍｍ2／ｓ好
ましくは１０ｍｍ2／ｓを越え、１２０ｍｍ2／ｓ以下、さらに好ましくは１０ｍｍ2／ｓ
を越え、６０ｍｍ2／ｓ以下のものを用いることにより、温度依存性を更に低くすること
ができる。
また、該不揮発性鉱物油の含有量を、粘度（４０℃下）が１０．０ｍｍ2／ｓを越える全
不揮発性鉱物油成分の３０重量％以上にすることにより、保存安定性を更に向上させるこ
とができる。
また、水相に不溶性着色剤を含有させることにより、温度依存性を更に低くすることがで
きる。
また、ロジン変性フェノール樹脂、ロジンポリエステル樹脂を添加することにより、イン
キ定着率を向上させることができる。
更に樹脂の重量平均分子量を３万～１５万にすることにより、インキの定着率をより向上
させることができる。
更に、油相と水相の両相に不溶性着色剤を含有させることにより、ベタ埋まりが優れると
云う効果を奏する。
更にまた、粘度（４０℃下）が１０ｍｍ2／ｓ以下で、アニリン点が１００℃以下で、か
つクロマト分別による芳香族成分の含有量が１重量％以下の揮発性溶剤を含有させること
により、保存安定性を更に向上させることができる。
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